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『
ユ
ー
ロ
ナ
ラ
ジ
ア
』
第
１
号
～
第
８
号
、
第
14
号

で
掲
載
し
て
頂
い
た
論
考
で
は
、
イ
ラ
ン
高
原
の

ペ
ル
シ
ア
州
を
起
点
と
し
て
、
ス
ィ
ー
ス
タ
ー
ン
、

ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
、
ホ
ラ
ズ
ム
、
セ
ミ
レ
チ
エ
と
、
東

へ
東
へ
と
旅
を
進
め
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
前
稿
に

引
き
続
き
、
現
在
の
キ
ル
ギ
ス
北
部
に
当
た
る
セ
ミ

レ
チ
エ
（
七
河
地
方
）
の
遺
跡
に
焦
点
を
当
て
た
い
。

　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

＊

　

❹
イ
シ
ク
・
ク
ル
湖
（Ysyk

-
Köl

）・
・
・
セ
ミ
レ

チ
エ
を
調
査
す
る
以
上
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
ン

憧
憬
の
地
た
る
イ
シ
ク
・
ク
ル
湖
を
逃
す
訳
に
は

い
か
な
い
。
こ
こ
は
、
天
山
北
路
を
通
っ
た
場
合
、

旅
人
が
必
ず
立
ち
寄
る
「
神
秘
の
湖
」
で
あ
る
（
写

真
１
参
照
）。
中
国
語
で
は
、
冬
で
も
凍
ら
な
い
不

凍
湖
た
る
に
因
ん
で
「
熱
海
」
と
呼
ば
れ
た
り
（「
あ

た
み
」
で
は
な
く
「
ね
つ
か
い
」）、
透
明
度
が
水
深

20
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
に
因
ん
で
「
大
清
池
」
と
称

さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
陸
湖
に
も
拘
ら
ず
、

湖
水
が
塩
分
を
含
む
の
で
、「
鹹か

ん

湖こ

」
と
も
表
記
さ

れ
る
。
キ
ル
ギ
ス
語
の
「
イ
シ
ク
・
ク
ル
」
は
、「
熱

い
海
」
の
意
に
由
来
す
る
ら
し
い
。
但
し
、
本
当
に
熱

く
て
温
泉
状
態
に
な
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
塩
分

の
故
に
真
冬
に
凍
ら
な
い
と
云
う
だ
け
で
あ
る
。
残

念
な
が
ら
、
ソ
グ
ド
語
で
の
呼
称
は
分
か
ら
な
い
が
、

往
時
の
ソ
グ
ド
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
も
、
天
山
山
脈
北
麓

に
幕
営
を
構
え
る
遊
牧
民
と
通
行
料
の
交
渉
を
し
な

が
ら
、
こ
の
イ
シ
ク
・
ク
ル
湖
畔
を
行
き
交
っ
て
い

た
筈
で
あ
る
。

　

前
号
で
言
及
し
た
ト
ク
マ
ク
の
街
か
ら
幹
線
道
路

を
東
へ
向
か
い
、
海
抜
高
度
１
６
０
０
メ
ー
ト
ル

付
近
（
榛
名
山
の
山
頂
高
度
に
近
い
）（
写
真
２
参
照
）

ま
で
上
り
詰
め
た
地
点
に
、
忽
然
と
面
積
６
２
０
０

平
方
キ
ロ
（
琵
琶
湖
の
９
倍
）
を
越
え
る
内
陸
湖

が
姿
を
現
す
。
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I

飛
鳥
・
奈
良
と
「
汎
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
イ
ラ
ン
文
化
」　

青
木
健

14
キ
ル
ギ
ス
・
セ
ミ
レ
チ
エ
（
七
河
地
方
）
に
お
け
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
・
マ
ニ
教
遺
跡
（
後
篇
）
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８
月
末
に
訪
れ
た
と
云
う
の
に
、
天
山

山
脈
を
こ
の
高
度
ま
で
上
が
る
と
、
す
っ

か
り
初
秋
の
気
配
が
漂
っ
て
い
た
。
旅
程

に
即
し
て
記
す
な
ら
ば
、
我
々
は
三
日
前

ま
で
、
炎
熱
地
獄
の
ホ
ラ
ズ
ム
（『
ユ
ー

ロ
ナ
ラ
ジ
ア
』
第
８
号
、
第
９
号
参
照
）

に
滞
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
の
如
く
青
い
湖

の
ミ
ス
テ
リ
ー
は
、
こ
の
湖
か
ら
流
れ
出

る
河
川
が
一
本
も
無
い
点
に
あ
る
。
こ
の

一
帯
を
七
河
地
方
と
称
す
る
く
ら
い
で
あ

る
か
ら
、河
川
自
体
は
沢
山
流
れ
て
い
る
。

19
世
紀
の
地
誌
学
者
は
、
例
え
ば
そ
の

う
ち
で
最
大
の
チ
ュ
ー
河
が
、
イ
シ
ク
・

ク
ル
湖
を
水
源
と
す
る
と
信
じ
て
疑
わ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
意
外
に
も
チ
ュ
ー
河

は
イ
シ
ク
・
ク
ル
湖
の
数
キ
ロ
手
前
で
蛇

行
し
た
あ
と
、
結
局
湖
と
は
何
の
関
係
も

有
さ
ず
に
砂
漠
の
中
に
消
え
て
い
く
。
こ

の
古
代
湖
が
堆
積
物
で
埋
め
立
て
ら
れ
も

せ
ず
、
延
々
と
数
万
年
も
存
続
し
て
い
る

理
由
は
謎
で
あ
る
。

　

ま
た
、最
近
の
中
国
で
の
学
説
に
よ
る
と
、唐
代
の

詩
人
李
白
（
７
０
１
年
～
７
６
２
年
）
の
出
身
地
は
、

従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
中
国
四
川
省
で
は
な
く
、

こ
の
イ
シ
ク
・
ク
ル
湖
周
辺
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

李
白
は
、
軍
事
目
的
か
商
売
目
的
で
砕
葉
鎮
に
移
住

し
た
漢
民
族
（
或
い
は
漢
化
し
た
ト
ル
コ
系
遊
牧
民
）

の
子
孫
な
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
新
説
の
真
偽
は

１．イシク・クル湖

２．榛名山山頂と同じ高度
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不
明
だ
が
、
中
国
内
地
と
は
違
っ
た
豪
放
な
中
央
ア

ジ
ア
の
風
光
が
詩
仙
の
精
神
を
育
ん
だ
と
い
う
こ
と

は
、
充
分
に
あ
り
そ
う
な
く
ら
い
佳
い
景
色
だ
っ
た
。

　
　
　

  

＊　
　
　
　
　
　
　
　

 

＊　
　
　

　

夕
刻
に
な
っ
て
、
漸
く
イ
シ
ク
・
ク
ル
湖
北
岸
の

チ
ョ
ル
ポ
ン
・
ア
タ
の
街
の
岩
絵
野
外
博
物
館
に

到
着
し
た
。
こ
こ
は
、
天
山
山
脈
か
ら
の
氷
河
に

よ
っ
て
押
し
流
さ
れ
た
巨
石
群
に
描
か
れ
た
古
代
の

岩
絵
９
０
０
点
と
、
遊
牧
民
の
石
人
数
点
が
残
っ
て

い
る
太
古
の
「
聖
地
」
で
あ
る
。
野
外
の
岩
絵
や
石
人

を
一
つ
一
つ
見
詰
め
て
い
る
と
、
紀
元
前
２
０
０
０

年
頃
に
こ
の
辺
り
で
生
活
し
て
い
た
人
々
の
精
神
が

木
魂
し
て
く
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
物
言
わ
ぬ
石
人

に
込
め
ら
れ
た
精
神
を
仄
か
に
感
じ
ら
れ
た
（
写
真

３
参
照
）。

　

そ
の
後
、
チ
ョ
ル
ポ
ン
・
ア
タ
歴
史
文
化
博
物
館

（
写
真
４
参
照
）
を
訪
問
し
、
イ
シ
ク
・
ク
ル
湖
の

解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
貰
う
。し
か
し
、ロ
シ
ア
語
版

し
か
な
く
、
一
行
の
う
ち
誰
一
人
読
め
な
い
。「
湖
底

に
は
古
代
の
遺
跡
が
水
没
し
て
い
て
、
時
々
浜
辺
に

貴
重
な
遺
物
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
」
と
の
意
味
が
、

微
か
に
分
か
る
程
度
で
あ
る
。
キ
ル
ギ
ス
で
は
ペ
ル

シ
ア
語
も
通
じ
な
い
し
、
中
央
ア
ジ
ア
を
研
究
す
る

な
ら
ロ
シ
ア
語
及
び
ト
ル
コ
系
言
語
に
堪
能
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
夕
日
が
沈
む
頃
に
な
る
と
、
彼
方
の

イシク・アタ

クラスナヤ・レーチカ

アク・ベシム

チョルポン・アタ

天　山　山　脈

地図：現在のキルギス共和国

３．イシク・クル湖畔の岩絵
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天
山
山
脈
の
姿
が
鏡
の
よ
う
に
透
明
度
の
高
い
イ
シ

ク
・
ク
ル
湖
に
投
影
し
、
得
も
云
え
ぬ
ほ
ど
の
神
秘

的
な
美
し
さ
だ
っ
た
。
対
岸
の
天
山
山
脈
を
背
景
に
、

湖
畔
の
放
牧
地
で
馬
た
ち
が
パ
カ
パ
カ
駆
け
て
い
る

の
を
見
る
と
、「
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
」
と
の
格
言
は

確
か
に
正
鵠
を
射
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。
ま
た
、

上
の
句
「
雲
浄
く
し
て
妖
星
堕
ち
」
は
、
日
本
で
聞

く
と
下
の
句
と
の
整
合
性
が
疑
わ
れ
た
が
、
天
山

山
脈
の
上
空
に
一
番
星
が
瞬
く
頃
に
思
い
出
し
て
み

れ
ば
、
キ
ル
ギ
ス
の
秋
の
風
物
の
叙
景
と
し
て
成
立

す
る
。
こ
の
湖
岸
が
古
代
の
人
々
や
遊
牧
民
の
「
聖

地
」
と
崇
め
ら
れ
た
の
も
当
然
で
あ
る
し
、
旧
ソ
連

時
代
に
は
共
産
党
要
人
の
保
養
地
に
選
ば
れ
て
い
た

の
も
頷
け
る
。当
時
は
、こ
の
一
帯
は
外
国
人
の
立
ち

入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
由
で
あ
る
。

　

夕
ま
だ
き
、
宿
舎
に
辿
り
着
い
た
の
だ
が
、
巨
大

な
白
樺
並
木
の
区
画
の
中
に
一
戸
建
て
の
ダ
ー
チ
ャ

が
整
然
と
並
ぶ
ロ
シ
ア
風
「
ホ
テ
ル
」
に
は
驚
い
た

（
写
真
５
参
照
）。
ホ
テ
ル
の
中
で
地
形
図
を
貰
い
、

「
迷
わ
な
い
よ
う
に
」
と
注
意
を
受
け
た
の
は
初
め

て
で
あ
る
。
因
み
に
、
そ
の
地
形
図
で
数
え
た
と
こ

ろ
、
ダ
ー
チ
ャ
の
数
は
全
部
で
１
７
４
戸
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
も
う
、
ホ
テ
ル
と
い
う
よ
り
は
一
つ
の
街

で
あ
る
。
日
が
暮
れ
て
か
ら
、
自
分
に
割
り
当
て
ら

れ
た
ダ
ー
チ
ャ
に
辿
り
着
く
の
は
相
当
の
難
事
で
、

筆
者
は
危
う
く
「
ホ
テ
ル
」
内
で
遭
難
す
る
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。

　

❺
ク
ラ
ス
ナ
ヤ
・
レ
ー
チ
カ
遺
跡
（
ま
た
は
ナ
ヴ
ェ

カ
ト　

Navekat

）・
・
・
翌
日
訪
れ
た
の
は
、
ア
ク
・

ベ
シ
ム
遺
跡
（『
ユ
ー
ロ
ナ
ラ
ジ
ア
』
第
14
号
参
照
）

か
ら
更
に
北
西
に
40
キ
ロ
進
ん
だ
地
点
に
あ
る

ク
ラ
ス
ナ
ヤ
・
レ
ー
チ
カ
遺
跡
で
あ
る
。
３
つ
の
独

立
し
た
城
塞
遺
跡
を
１
つ
に
連
結
し
た
複
合
遺
跡
で
、

規
模
の
上
で
は
バ
ラ
サ
グ
ン
や
ア
ク
・
ベ
シ
ム
を
凌

ぐ
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
遺
跡
の
史
的
位
置
付

け
は
不
明
で
、
単
に
６
世
紀
～
12
世
紀
に
シ
ル
ク

４．チョルポン・アタ歴史文化博物館

５．イシク・クル湖畔のダーチャ
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ロ
ー
ド
交
易
で
栄
え
た
こ
と
し
か
分
か
っ
て
い
な
い
。

ソ
グ
ド
語
で
は
「
新
し
い
城
」
＝
「
ナ
ヴ
ェ
カ
ト
」

と
呼
ば
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
ロ
シ
ア
語
で
は
、「
赤
い
河
」

＝
「
ク
ラ
ス
ナ
ヤ
・
レ
ー
チ
カ
」
と
呼
称
さ
れ
る
も

の
の
、
現
在
で
は
周
辺
に
河
な
ど
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

こ
こ
で
の
考
古
学
発
見
と
い
え
ば
、
３
つ
の
仏
教

寺
院
と
、
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
キ
リ
ス
ト
教
の
十
字
架

墓
石
が
有
名
で
あ
る
。
そ
の
中
の
第
２
仏
教
寺
院

（
写
真
６
参
照
）か
ら
は
、旧
ソ
連
時
代
の
１
９
６
１

年
に
、
全
長
14
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
涅
槃
仏
（
ニ
ル

ヴ
ァ
ー
ナ
・
ブ
ッ
ダ
）
が
出
土
し
た
も
の
の
、
幾
つ
か

の
パ
ー
ツ
に
切
り
刻
ま
れ
て
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
に
運
び
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
折
角
の
出
土

品
が
解
体
さ
れ
た
の
は
運
搬
の
為
で
あ
っ
て
、
宗
教

遺
跡
に
対
す
る
敵
意
で
は
な
い
と
思
い
た
い
が
、

貴
重
な
文
化
遺
産
を
毀
損
し
た
事
実
に
変
わ
り
は

な
い
。
現
在
で
も
、
―
多
分
―
そ
こ
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
筈
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
我
々
の
目
的
は
、
あ
く
ま
で
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
教
遺
跡
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
そ
ん
な
マ

イ
ナ
ー
遺
跡
の
案
内
板
は
立
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

余
り
当
て
に
な
ら
ぬ
解
説
書
を
片
手
に
、
全
域
を

徒
歩
で
踏
破
す
る
こ
と
に
し
た
。
崩
れ
か
け
た
城
塞

遺
跡
の
中
を
悠
然
と
牛
や
羊
を
追
う
遊
牧
民
が
闊
歩

６．クラスナヤ・レーチカの第２仏教寺院

７．クラスナヤ・レーチカ遺跡の遊牧民

８．クラスナヤ・レーチカ遺跡の仏塔

Euro-NARASIA  │  SERIAL REPORT
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し
て
い
る
さ
ま
は
、な
か
な
か
絵
に
な
る（
写
真
７
参

照
）。
馬
に
乗
っ
た
遊
牧
民
が
、
我
々
が
攀
じ
登
っ
た

城
塞
遺
跡
の
最
頂
部
ま
で
一
気
に
駆
け
上
が
っ
て

来
て
、
口
笛
を
吹
い
て
家
畜
の
移
動
を
確
認
し
て

い
る
姿
な
ど
、お
そ
ら
く
こ
の
２
０
０
０
年
間
変
わ
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

　

仏
塔
と
さ
れ
る
遺
跡
ば
か
り
が
立
ち
並
ぶ
中

（
写
真
８
参
照
）、
や
っ
と
、
発
掘
報
告
書
で
ネ
ク
ロ

ポ
リ
ス
と
名
付
け
ら
れ
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
墓
地

（
写
真
９
参
照
）
に
辿
り
着
く
と
、
こ
れ
は
ま
た

酷
い
保
存
状
況
で
あ
る
。
禁
止
さ
れ
て
い
る
に
も

拘
ら
ず
、
周
囲
の
住
民
が
日
干
し
煉
瓦
を
焼
く
為

に
、
此
処
の
柔
ら
か
い
土
を
掘
っ
て
し
ま
う
と
か
で
、

あ
た
り
一
面
に
頭
蓋
骨
や
大
腿
骨
、
納
骨
器
の
破
片

が
散
乱
し
て
い
る
（
写
真
10
参
照
）。

　

正
に
、
漢
詩
に

衆
骨
朽
ち
て　

泥
と
成
り

此
の
山　

土
多
く
白
し

と
あ
る
の
を
地
で
行
っ
て
い
た
。

或
い
は
、
杜
甫
が
「
兵
車
行
」
で
詠
っ
た

君
見
ず
や
、
青
海
の
ほ
と
り

古
来
白
骨
、
人
の
収
む
る
無
く

新
鬼
は
煩
冤
し
、
旧
鬼
は
哭
す

天
陰
り
雨
湿
れ
ば
、
声
啾
啾

の
「
青
海
の
ほ
と
り
」
を
「
赤
河
の
ほ
と
り
」
（
現

存
し
て
い
な
い
が
）
に
改
め
れ
ば
、
こ
の
光
景
通
り

で
あ
る
。
多
分
、
こ
の
人
骨
の
主
た
ち
は
、
６
～

12
世
紀
に
こ
の
地
で
亡
く
な
っ
た
ソ
グ
ド
人
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
た
ち
で
あ
ろ
う
。こ
れ
で
は
死
者

の
霊
も
浮
か
ば
れ
な
い
と
思
う
が
、こ
の
よ
う
な
葬

法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
以
上
、こ
の
街
に
ま
ぎ
れ
も

９．クラスナヤ・レーチカのゾロアスター教徒墓地全景

１０．クラスナヤ・レーチカ遺跡のネクロポリス
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な
い
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
た
。

　

こ
の
墓
地
を
抜
け
る
と
、
発
掘
報
告
書
に
「
ゾ
ロ

ア
ス
タ
ー
教
の
塔
」
と
記
載
さ
れ
た
遺
跡
に
逢
着
し

た
（
写
真
11
参
照
）。
無
論
、
こ
れ
が
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
の
塔
で
あ
る
証
拠
な
ど
何
一
つ
な
い
。
そ
も
そ
も
、

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
宗
教
構
造
物
で
尖
塔
型
の
も
の

な
ど
、
筆
者
が
知
る
限
り
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
、

仏
教
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
遺
跡
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、

素
人
目
に
も
疑
わ
し
く
思
え
る
建
築
物
の
遺
跡
で

あ
っ
た
。

　

❻
イ
シ
ク
・
ア
タ
遺
跡
（Issik-Ata

）・
・
・

キ
ル
ギ
ス
で
の
最
後
の
調
査
地
に
選
ん
だ
の
は
、
ビ

シ
ュ
ケ
ク
か
ら
南
東
80
キ
ロ
地
点
に
位
置
す
る
温
泉

保
養
地
イ
シ
ク
・
ア
タ
で
あ
る
。
別
に
温
泉
に
浸

か
り
た
か
っ
た
訳
で
は
な
く
、
こ
こ
に
仏
教
の
磨
崖

レ
リ
ー
フ
が
あ
る
と
聞
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
研
究
者
と
し
て
の
疑
問
と
云
う

よ
り
は
、
宗
教
学
者
と
し
て
の
疑
問
を
解
く
為
で

あ
っ
た
。

　

と
云
う
の
も
、イ
ラ
ン
東
北
部（
今
回
の
シ
リ
ー
ズ

で
は
扱
わ
な
か
っ
た
）
で
は
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド

ま
た
は
彼
の
従
弟
イ
マ
ー
ム
・
ア
リ
ー
の
足
跡
と

さ
れ
る
「
ガ
ダ
ム
ガ
ー
フ
」
崇
拝
が
各
地
に
浸
透
し

て
い
る
（
写
真
12
参
照
）。
写
真
を
ご
覧
頂
け
れ
ば

お
分
か
り
の
よ
う
に
、
仏
足
石
を
想
定
せ
ざ
る
を

得
な
い
聖
遺
物
崇
拝
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う

な
ル
ー
ツ
を
持
つ
宗
教
的
遺
跡
な
の
だ
ろ
う
か
？　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
、
ロ
ー
マ
の
ド
ミ
ネ
・
ク
オ
・
ヴ
ァ

デ
ィ
ス
教
会
の
よ
う
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

足
跡
を
祀
る
宗
教
施
設
が
無
い
訳
で
は
な
い
。
し

か
し
、
イ
ラ
ン
東
北
部
と
云
う
地
理
的
条
件
を
考
慮

し
た
ら
、
イ
タ
リ
ア
半
島
よ
り
は
イ
ン
ド
亜
大
陸
か

ら
の
影
響
の
方
が
、
可
能
性
と
し
て
は
高
い
だ
ろ
う
。

１１．クラスナヤ・レーチカ遺跡の拝火神殿？

１２．ニーシャープール（イラン東北部）のガダムカーフ
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こ
こ
で
、
当
然
の
如
く
イ
ン
ド
亜
大
陸
の

ブ
ッ
ダ
・
パ
ダ
崇
拝
或
い
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・

パ
ダ
崇
拝
か
ら
の
影
響
を
想
定
せ
ざ
る
を

得
な
い
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
中
央
ア

ジ
ア
で
は
仏
足
石
が
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
。

三
蔵
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
を
調
べ
て
も
、

あ
れ
だ
け
仏
教
施
設
に
敏
感
に
反
応
す
る

玄
奘
が
、
ク
チ
ャ
の
ス
バ
シ
故
城
の
作
例

以
外
、
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
―
―
こ
れ
は
何
故

か
？　

中
国
～
日
本
に
は
仏
足
石
が
あ
る
わ
け
だ

か
ら
、
中
央
ア
ジ
ア
に
伝
来
し
て
い
な
い
と
は
考
え

難
い
。
こ
の
状
況
を
図
示
す
る
と
、
次
頁
の
よ
う
な

模
式
図
が
描
け
る
。

１３．イシク・アタの草原

１４．イシク・アタ渓谷

１５．イシク・アタの仏像レリーフ
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【
想
定
さ
れ
る
仏
足
石
の
伝
播
ル
ー
ト
】

　

（
中
央
ア
ジ
ア
）

中
国

日
本

イ
ラ
ン

　
　
　
　
　

イ
ン
ド

　

こ
れ
を
説
明
す
る
一
つ
の
方
法
は
、
中
央
ア
ジ
ア

に
お
け
る
仏
足
石
の
不
在
を
、
材
質
の
問
題
に
還
元

す
る
解
釈
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
央
ア
ジ
ア
の
仏
教

徒
は
、
仏
足
石
を
熟
知
し
て
い
た
し
、
そ
れ
を
作
る

意
欲
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
適
し
た
石
材
を
入
手
で

き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
か
ら
伝
播

し
た
仏
足
石
信
仰
は
、
イ
ラ
ン
と
中
央
ア
ジ
ア
に
伝

わ
り
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
・
日
本
に
伝
来
し
た

に
も
拘
ら
ず
、
肝
心
の
中
央
ア
ジ
ア
で
は
遺
跡
と
し

て
残
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う

な
推
測
を
立
証
す
る
為
に
は
、
と
り
あ
え
ず
中
央

ア
ジ
ア
で
、
仏
教
徒
が
岩
盤
を
用
い
て
彫
り
起
し
た

聖
遺
物
崇
拝
の
作
例
の
実
見
が
不
可
欠
で
あ
る
。
い

わ
ば
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
研
究
の
側

面
を
固
め
る
べ
く
、
我
々
は
イ
シ
ク
・
ア
タ
の
仏
教

磨
崖
レ
リ
ー
フ
を
目
指
し
た
。

　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　

　

ビ
シ
ュ
ケ
ク
か
ら
イ
シ
ク
・
ア
タ
へ
向
か
う
と
、

イ
シ
ク
・
ク
ル
湖
へ
行
く
の
と
同
様
に
、
標
高
が

急
激
に
上
昇
す
る
の
を
感
じ
た
（
写
真
13
参
照
）。

概
ね
標
高
１
８
０
０
メ
ー
ト
ル
だ
そ
う
で
、
も
う

天
山
山
脈
の
４
合
目
付
近
ま
で
登
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

付
近
は
、
中
央
ア
ジ
ア
ら
し
か
ら
ぬ
緑
豊
か
な
渓
谷

に
な
っ
て
い
た
（
写
真
14
参
照
）
。
ま
た
、
温
泉

保
養
地
ら
し
く
、
イ
シ
ク
・
ク
ル
湖
畔
と
同
規
模
の

ロ
シ
ア
風
ホ
テ
ル
が
点
在
し
て
い
た
。

　

旧
ソ
連
時
代
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
中
を
色
々
歩

き
回
っ
た
末
に
、
や
っ
と
岩
場
に
彫
ら
れ
た
仏
像

（
写
真
15
参
照
）
を
発
見
し
た
。
こ
れ
は
、
同
行
の

大
西
貴
夫
氏
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
）
が
、

印
の
結
び
方
か
ら
薬
師
如
来
像
だ
と
特
定
し
て

下
さ
っ
た
の
だ
が
、
温
泉
保
養
地
に
ぴ
っ
た
り
の

嵌
り
役
で
あ
る
。
現
地
の
解
説
板
に
よ
る
と
、
西
暦

８
世
紀
に
属
す
る
磨
崖
石
仏
だ
と
あ
る
。
但
し
、
全

体
に
彫
り
が
浅
く
、
ま
た
、
イ
シ
ク
・
ア
タ
渓
谷
自
体
、

中
央
ア
ジ
ア
で
は
か
な
り
特
殊
な
自
然
環
境
で
あ
る
。

中
央
ア
ジ
ア
の
石
造
仏
教
遺
跡
と
し
て
は
、
例
外
的

な
事
例
だ
ろ
う
と
理
解
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 
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＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　

　

キ
ル
ギ
ス
で
の
調
査
記
録
は
こ
こ
で
終
わ
る
が
、

最
後
に
１
つ
だ
け
触
れ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。２
０
１
６
年
９
月
２
日
の
帰
国

に
際
し
て
、我
々
は
一
旦
ビ
シ
ュ
ケ
ク
空
港
か
ら
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
の
ア
ル
マ
ト
イ
空
港
へ
飛
び
、空
港
待
合
室

で
、
深
夜
に
出
発
す
る
帰
国
便
を
待
っ
て
い
た
。
す
る

と
、
22
：
00
頃
、
彼
方
か
ら
杖
を
つ
き
な
が
ら
、

日
本
人
ら
し
き
ご
老
人
が
１
人
で
歩
い
て
来
ら
れ
る

で
は
な
い
か
。

　

見
覚
え
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
凝
視
し
て
い

た
ら
、
偶
々
ア
ル
マ
ト
イ
空
港
で
一
緒
に
な
っ
た

山
内
和
也
氏
（
帝
京
大
学
教
授
）
が
、「
あ
ち
ら
の

方
が
、
加
藤
九
祚
先
生
で
す
」
と
ご
紹
介
下
さ
っ
た
。

何
と
、
こ
の
と
き
94
歳
に
な
ら
れ
る
加
藤
先
生
は
、

単
独
で
日
本
か
ら
深
夜
便
に
乗
っ
て
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
に
入
国
な
さ
り
、
こ
れ
か
ら
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に

向
か
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
日
か
ら
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
境
の
テ
ル
メ
ズ
で
発
掘
に
当
た

ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、
中
央
ア
ジ
ア
考
古
学
に
賭
け

る
そ
の
情
熱
に
は
、
脱
帽
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
帰
国
後
、
加
藤
先
生
が
９
月
３
日

に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
倒
れ
ら
れ
、
11
日
（
現
地

時
間
）
に
テ
ル
メ
ズ
の
病
院
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
と
知
っ
た
時
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
思
い
が
し
た
。

生
き
残
っ
た
者
の
不
遜
を
承
知
で
言
え
ば
、
筆
者
が

94
歳
に
な
っ
た
時
―
な
れ
た
と
し
て
だ
が
―
、
深

夜
の
異
国
の
空
港
で
一
人
旅
で
き
る
か
と
云
う
と
全

く
自
信
が
な
い
。
加
藤
先
生
は
、
筆
者
の
よ
う
な

凡
百
の
後
輩
の
賛
辞
を
浴
び
る
こ
と
に
は
関
心
を

持
た
れ
な
い
だ
ろ
う
が
、
筆
者
と
し
て
は
、
た
っ
た

一
度
の
邂
逅
の
中
で
、
無
類
の
学
問
的
迫
力
を
感
じ

さ
せ
て
頂
い
た
。
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